
指掌紋を中心とした鑑識・鑑定に関連した以下の項目を実施する。
①講義
②実習・演習
③視察
④カントリーレポートの発表
⑤アクションプランの作成
⑥その他

主要協力機関

警察庁関係省庁

英語

実施年度

所管国内機関

本邦研修期間

JICA東京（産業公共）

警察庁

【案件目標】
我が国の鑑識制度や、指掌紋を中心とした鑑定・採取等の技術の理解を目指すとともに、研修
参加各国の指掌紋鑑識に関する知見を共有する。

【成果】
・研修参加国における鑑識の制度、取組等について、現状と課題を共有できる。
・日本における指掌紋を中心とした鑑識・鑑定業務の制度等を理解し、その概要を説明できる
。
・本研修で得た知識・経験を、自国の鑑識・鑑定業務の発展に生かすための方策等を取りまと
め、発表できる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
中央警察組織

【対象人材】
・中央警察組織にて鑑識・鑑定、初動捜査
の業務を所掌する課長クラス又はこれに相
当する者
・鑑識・鑑定、初動捜査の業務に携わり、
自国内での指導的立場にある者
・十分な英語力を有する者

対象組織／人材

犯罪鑑識
Criminal Identification

特記事項
及び

ホームページ

ガバナンス/公共安全

全世界対象国の条件：

副分野課題：

指掌紋を中心に鑑識・鑑定に関する制度・知識・技能の基礎的な内容を紹介し、犯罪捜査、死者の身元特定等の警察活動における活用に資
する。

案件概要

使用言語：

2018～2020

産業開発・公共政策部担当課題部
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主分野課題：

研修コース番号：

2019/11～2019/12

201984659案件番号：

継続

- 83 -


